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研究成果の概要（和文）：東アジアにおける農耕文化複合の形成過程の研究を日本列島を中心におこなった。分析の焦
点を当てたのは、各地における穀物の出現の時期とその動向、および土器にそれがどのように反映しているかといった
点である。穀物の出現に関しては、土器の表面にみられる種子の圧痕のレプリカ調査をおこなうことによって確認する
方法をとった。その結果、縄文晩期終末をさかのぼる穀物の圧痕は一切検出されず、日本列島における穀物栽培の開始
期に一定の見通しを得ることができた。また、壺形土器の比率の変化に注目することで、レプリカ法により明らかにな
った栽培穀物の量的変化と壺形土器の増加を比較するデータが得られた。

研究成果の概要（英文）：We studied about the formative process of agriculture cultural compounding by 
centering on Japan in East Asia. They're time of the appearance of cereal in all part, its trend and a 
point such as and how an earthen vessel reflects that that an analysis focused. I got the way to confirm 
the replica investigation of an impression of a seen seed by doing on the surface of the pottery about an 
appearance of cereal. As a result, an impression of the cereal which sails up the last Jomon period 
wasn't detected at all, and it was possible to get a fixed perspective in a starting period of cereal 
cultivation in Japan. A jar-shaped, a quantitative change and a jar-shaped of the cultivation cereal 
which was to pay attention to a change in the ratio of the earthen vessel and became clear by a replica 
way, the data with which increase of an earthen vessel is compared was obtained.

研究分野：日本考古学
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１．研究開始当初の背景 
日本列島における農耕のはじまりは、さまざ
まに議論されてきたが、それを考古学的に明
らかにする方法として、石斧や土器などの間
接的な資料によって議論される側面が強か
った。炭化穀物や土器の表面にみられる植物
種実の圧痕といった直接的な証拠を用いた
場合は、年代や植物の同定に問題のある場合
が多かった。土器にみられる植物圧痕のレプ
リカを作成して、電子顕微鏡による写真を観
察し、種を同定する方法がもっとも信頼のお
ける研究として進みつつある。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は三つある。①日本列島におけ
る穀物栽培の開始の上限とその植物を明ら
かにし、日本列島における時期差と地域差に
検討を加えること、②弥生時代以前の炭化穀
物のデータを収集し、年代測定をおこなうこ
と、③穀物栽培の進展がどのような文化変容
を引き起こしたのか、研究することである。 
 
３．研究の方法 
上述の①に関しては、1 で述べたレプリカ法
による土器表面の植物種実圧痕の調査をお
こない、植物学者をまじえて正確に同定する
方法をとった。②に関しては、補助業務によ
りデータを集積した。年代測定は、炭素 14
年代測定とその較正をおこなった。③に関し
ては、土器組成の変化のうち壺形土器の変化
を追いかけた。 
 
４．研究成果 
①の方法で西日本各地の縄文後期終末～弥
生前・中期の土器圧痕の調査をおこなったと
ころ、縄文晩期終末をさかのぼる明確な穀物
の圧痕は検出することができず、これまで縄
文後期にまでさかのぼるとされていた穀物
栽培の存在について、疑問符をつけた。また、
近畿地方では北部九州系の遠賀川式土器に
イネの圧痕が多く、在来の縄文系の突帯文土
器にアワが多い傾向を確認した。中部高地地
方では弥生中期中葉に至るまでアワ・キビが
圧倒的であることを追証し、中期中葉にイネ
が 2割ほどになることを確認した。②の方法
でデータを収集し、日本列島における出現期
の穀物の種類別分布を明確にした。ただ、年
代測定は不十分であった。③の方法により、
中部高地地方の穀物栽培の種類と量の変化
と壺形土器の増加の変化がシンクロしてい
ることをより精度高く確認することができ
た。 
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